「エーカラヴィヤの親指」への挑戦

～解説にかえて～

インドの誇る叙事詩『マハーバーラタ』は豪語する。この叙事詩に描かれる正義と富とエロスを巡る物語は世の中でも繰り広げられるが、叙事詩に描かれない物語は世の中では起こりえない、と。ちょうどカーリカー鳥の美しい鳴き声を聞いたことがある者が、カラスの耳障りな叫び声に堪えられないように、『マハーバーラタ』を一旦知ってしまった者には他の物語は聴くに堪えないと自負する。

さて、天下を二分して壮絶な戦争を謳う、このインド版平家物語では、「正義（ダルマ）」と「悪（アダルマ）」の相対性の問題が通奏低音のように問いかけられる。それぞれの身分や立場におけるダルマが必ずしも普遍的なダルマではない、そしてそのような世界の様相こそが現代に生きる人間の実相であり、世界の終末期（カリユガ）がこの戦争をもって始まる由縁であると知る。

そうした壮大な物語の枠に中で、今回取り上げるエーカラヴィア少年の物語は、膨大なサンスクリット原典でもわずか一カ所で触れられるだけで、物語の本筋にはほとんど関係しない、アウトカーストの王子のささやかな悲劇に過ぎない。しかし、この物語はすべての人に思わず「なぜ？どうして？」と口に出さざるを得ない大きな衝撃を与える。観る者は感情移入を拒否され、このエピソードからの問題提起に対峙せざるをえなくなる。まさにブレヒト的演出にはうってつけの主題なのだ。

アーリヤ社会にとってはアウトサイダーである森の民ニシャーダ国の王子エーカラヴィヤは、クル一族の宮廷武術師範ドローナに弟子入りを願い出るが拒否される。『マハーバーラタ』の主役であるカウラヴァ百人とパーンダヴァ五人の師範としては、身分が違いすぎる彼を弟子とするわけにはいかないからだ。しかし、ドローナから祝福を与られたエーカラヴィヤは森へ戻り、ドローナの泥像を造り、それを師として寝る間も惜しんで修行に励んだ。

五年後、アルジュナをはじめとする王子たちが森へ狩りに出かけ、放った猟犬がエーカラヴィヤを見つけてけたたましく吠えたてた。エーカラヴィヤは立て続けに七本の矢を射って犬が口を閉じられないようにした。しかも、すべて急所を外してあった。この腕前にショックを受けて、一番弟子アルジュナは抗議する。そのため、ドローナはエーカラヴィヤが二度と弓が引けないよう、その右手の親指を切り取ることを命じる。躊躇なく、喜んで親指を切り落とすエーカラヴィヤ・・・・。そもそも「エーカラヴィヤ」という名前は、「一度、切り取られる運命にある者」を意味するのである。

言霊の国インドでは、聖者や有徳の人間が口に出した言葉は必ず実現する。エーカラヴィヤの悲劇も、入れ子のように絡み合った友情や師弟や復讐の誓いにより、一見「運命」として規定される不条理な現実なのであろう。劇中で暗示されるだけの復讐の誓いが重要な伏線になっている。それは、友情の誓いを裏切られたドローナが、アルジュナに誓わせて、幼なじみのドゥルパダの王国を征服してみせるという誓いである。

演出家ジェーハン氏のワークショップ方法論は、キーワードは「To Do」、『マハーバーラタ』の「マ」も知らなかった学生諸君には戯曲は与えず、このような誓いの錯綜した劇構成の大枠だけを理解させ、現代の視点から「なぜ？」というその問題提起を、自分たちの感性で演じながら喋りながらパフォーマンスにしていくものである。

それを最終的に、軽妙な日本語の台本にまとめあげるのが高山さなえさん、演劇という作品に仕上げるのがジェーハン氏、というこのコラボレーションである。ジェーハン氏は、学生が骨格を作り、高山さんが肉付けをし、自分が皮膚をほどこす、と表現する。

演劇というパフォーマンスは、役者だけでは当然ながら成立しない。ダンスも現代音楽的なBGMほしい、映像コラージュも、当然、コスチュームや小道具も、そしてチラシもプログラムも欠かせない。と、適材適所に学生諸君を配しての、しかもたった７週間、水曜と木曜の午後の授業だけでのワークショップによる、インド人もびっくり！の『マハーバーラタ』への無謀な挑戦である。
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